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行財政改革実施計画・行動計画票

93 ［平成１８年７月７日提出］

基本方針 　町民との協働に向けた環境づくり 担当課名 まちづくり推進課

重点項目 　町民活動への支援

取組項目 　地域担当職員の導入

経過・現状

　地域担当職員の導入について検討。

（H17.4.1現在）

行
　
　
動
　
　
概
　
　
要

①目標 　地域担当職員の導入 （目標年次） 平成１９年度

②期待され
る効果

　地域住民と行政の協働。
　地域と行政が情報を共有化することで活力ある地域づくりを進めることができる。

③必要性・問
題点

　町民と行政の協働を目指す上で、地域と行政のパイプ役として必要である。地域担当職員の勤務形
態などが問題点としてある。

④対象 全職員

年度 実施内容・予定時期 効果額合計(

１７年度
（実績）

まちづくり懇談会、駐在員会議、地域審議会をそれぞ
れ開催し、地域担当職員制度を検討。
平成１９年度から本格的に制度導入することを決定。

効
果

１８年度

駐在員会議、地域審議会をそれぞれ開催し、地域担
当職員制度について検討。９月からモデル地区に試験
的に地域担当職員を配置し、１９年度からの本格的実
施に向けて検証を行ない、反映させる。

効
果

１９年度

地域担当職員の配置

効
果

２０年度

地域担当職員の配置

効
果

２１年度

地域担当職員の配置

効
果

関係例規等 名称 改正時期


